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中央教育審議会初等中等教育分科会デジタル学習基盤特別委員会（2024）デジタル学習基盤に係る現状と課題の整理
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国立教育政策研究所（2025）令和 7年度全国学力・ 学習状況調査報告書-児童生徒一人一人の学力・ 学習状況に応じた学習指導の改善・ 充実に向けて-質問調査
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国語科におけるデジタル活用
（情報活用プロセスに着目して） 

（E）振り返り・改善

Hitoshi NAKAGAWA

（A）課題の設定

（B）情報の収集

（C）情報の整理・分析

（D）情報の発信・共有

（A’）
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A-1
（A）課題の設定

◯デジタル教科書の音声読み上げ機能やルビ表示機能を活用することで、読みに困難の

ある児童生徒も教材テキストへのアクセスが保障される。また、「どこで読みがつまず
くか」が可視化されるため、教師による児童生徒個別の把握にもつながる。（C読むこ
と）

国語学習者用デジタル教科書＋教材 三下 「ありの行列」光村図書
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A-2
（A）課題の設定

◯デジタル教科書と連動した教材である本文抜き出し機能や、デジタルカードを活用す

ることで、教科書本文をもとに問いをつくることできる。その際、より構造的・具体的
なイメージをもつために、スタンプや矢印、枠や線を使うなどの視覚化方略は有効であ
る。（C読むこと）

国語学習者用デジタル教科書＋教材 四上 「アップとルーズで伝える」光村図書
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B-1
（B）情報の収集

◯児童生徒がイメージしにくい対象に向けて、デジタル教材の写真や動画やワークを活

用することで、対象への興味・関心を高めたり、本文で用いられている言葉の意味をよ
り実感をもって理解したりすることができる。（C読むこと）

資料提供
有泉孝一郎教諭（戸田市立戸田東小学校：当時）

資料提供
国語学習者用デジタル教科書＋教材 三下 「ありの行列」光村図書 8



B-2
（B）情報の収集

◯「内容の検討」、「構成の検討」、「考えの形成」の学習過程において、インター
ネット等で検索したり、生成AIを活用したりして、集めた情報から目的や意図、相手に

応じて用いる情報を選択し、自分の伝えたいことがより明確に伝わるように工夫する。
（B書くこと）

資料提供：有泉孝一郎教諭（戸田市立戸田東小学校：当時）
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B-3
（B）情報の収集

◯漢字練習や書写において、各自の情報端末でデジタル教材やデジタルドリルを活用す

ることで、正確な書き順や動画の手本などで理解を深め、注意すべき箇所を見つけるこ
とができる。（〔知識及び技能〕の内容(1)言葉の特徴や使い方に関する事項、および(3)我
が国の言語文化に関する事項）

資料提供
有泉孝一郎教諭（戸田市立戸田東小学校：当時）

資料提供
書写学習者用デジタル教科書 四年 部分の組み立て方（左右）林 光村図書
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C-1
（C）情報の整理・分析

◯デジタルでは、容易に書き込みをしたり削除したりすることができるため、間違うこ

とを恐れずに教科書に書き込む活動が促され、児童生徒が自らの考えの形成と、根拠を
明確にした表現を可能にすることに役立つ。（C読むこと）

児童A

資料提供：浦部文也教諭（横浜市立荏子田小学校） 国語学習者用デジタル教科書＋教材 五 固有種が教えてくれること 光村図書 
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C-1
（C）情報の整理・分析

◯デジタルでは、容易に書き込みをしたり削除したりすることができるため、間違うこ

とを恐れずに教科書に書き込む活動が促され、児童生徒が自らの考えの形成と、根拠を
明確にした表現を可能にすることに役立つ。（C読むこと）

児童B

資料提供：浦部文也教諭（横浜市立荏子田小学校） 国語学習者用デジタル教科書＋教材 五 固有種が教えてくれること 光村図書 
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C-1
（C）情報の整理・分析

◯デジタルでは、容易に書き込みをしたり削除したりすることができるため、間違うこ

とを恐れずに教科書に書き込む活動が促され、児童生徒が自らの考えの形成と、根拠を
明確にした表現を可能にすることに役立つ。（C読むこと）

児童C

資料提供：浦部文也教諭（横浜市立荏子田小学校） 国語学習者用デジタル教科書＋教材 五 固有種が教えてくれること 光村図書 
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C-2
（C）情報の整理・分析

◯デジタルを活用することで、試行錯誤が容易にできるようになり、文章構造や内容の
把握や理解の促進につながる。（C読むこと）

資料提供：有泉孝一郎教諭（戸田市立戸田東小学校：当時）
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C-3
（C）情報の整理・分析

◯自ら作った文章について、生成 AI に修正させたものを「たたき台」と
して、自分なりに何度も推敲し、より良い文章とする。（B書くこと）
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C-4
（C）情報の整理・分析

◯児童生徒が教科書の文章をどのように解釈しているかを、自分の意見や感想を書いた

カードを学習支援ソフトで一覧にすることで、自他の意見や感想を見比べることができ
る。そのことにより、ペアやクラス全体での交流の活性化へとつなげる。（C読むこ
と）

資料提供：夕田哲也教諭（神奈川県立上鶴間高等学校：当時）
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D-1
（D）情報の発信・共有 

◯スピーチの動画資料を個別に情報端末で止めたり戻したりしながら視聴し、スピーチ

の構成や表現の工夫について自分と比較し、気づいたことをノートにメモをするなどし
て技能向上をはかる。（A 話すこと・聞くこと）

資料提供：公益財団法人教科書研究センター（2023）すぐに使える学習者用デジタル教科書事例集（小学校編）
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D-2
（D）情報の発信・共有 

◯自分が感じたことや考えたことを書く際に、電子辞書の類語を検索できる機能や生成
AIなどを活用して、自分が伝えたいことを端的に表現する言葉を探したり、推敲する際
に、より適切な言葉を選んだりするなど、語彙を豊かにして表現力を高める。（B書く
こと）

資料提供：有泉孝一郎教諭（戸田市立戸田東小学校：当時）
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D-3
（D）情報の発信・共有 

◯発信や交流することで自分の表現の不明確さに気づき、再考する際に、デジタルの

「しやすさ」を利用して、一度消したものを復活させたり、テキストや写真や図表、グ
ラフなどを取り出したりして、自分の考えを吟味する。（C読むこと）

資料提供：有泉孝一郎教諭（戸田市立戸田東小学校：当時）
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D-4
（D）情報の発信・共有 

◯表現するために、題材を集め、取捨選択―構成―表現―推敲といった一連の活動は、

試行錯誤の連続であるため、マルチメディアを扱えるスライド作成ソフトや動画編集ソ
フトを活用する。児童生徒に過度な負担をかけることなく段落の入れ替えや組み換えを
容易に試みることができる。こうした活動により、目的や相手を意識しながら構成を吟
味する推敲の力を育てることが可能となる。（A話すこと・聞くこと、B書くこと）

資料提供：有泉孝一郎教諭（戸田市立戸田東小学校：当時）
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E-1
（E）振り返り・改善 

◯議論の様子を情報端末のカメラ機能で録画する。後で再生しながら「話をつないでい

るか」「相手の意見を否定せずに反応できているか」などについて、文字起こし機能と
併用して分析する。自分たちの議論の問題点を可視化・共有して振り返り、次回の目標
を設定する。（A話すこと・聞くこと）

資料提供：有泉孝一郎教諭（戸田市立戸田東小学校：当時）
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E-2
（E）振り返り・改善 

◯音声表現はそのままで形に残るものではないため、情報端末を活用し、自分や他の児

童生徒の発表や説明の様子を録画したり再生したりすることを通して、相互評価を行
い、伝えたいことが明確になるように自分の表現の工夫を何度も見直す。（A話すこ
と・聞くこと）

資料提供：有泉孝一郎教諭（戸田市立戸田東小学校：当時）
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端末活用の「しやすさ」

その１：書きやすい・消しやすい
その２：動かしやすい・試しやすい
その３：共有しやすい・連動しやすい
その４：大きくしやすい・着目しやすい
その５：繰り返しやすい・確認しやすい
その６：残しやすい・比べやすい
その７：説明しやすい・まとめやすい

Hitoshi NAKAGAWA
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中央教育審議会初等中等教育分科会デジタル学習基盤特別委員会（2024）デジタル学習基盤に係る現状と課題の整理 24
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デジタルな形態を含む新たな教科書

文部科学省（2025）デジタルな形態も含む新たな教科書についてーデジタル教科書推進WG 審議まとめ（令和７年９月24日）解説資料ー
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文部科学省（2025）デジタルな形態も含む新たな教科書についてーデジタル教科書推進WG 審議まとめ（令和７年９月24日）解説資料ー
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おわりに
脱・二項対立

デジタルか紙かという０か１００かの議論ではなく、どちらのメ
リットも活かしながら、デジタルと紙を適切に組み合わせて活用
していくことが重要。

情報活用能力育成

発信源の確認やデジタルと紙の適切な使い分けなどの情報活用、
生成AIとの関わり方など、活用や適切な取り扱いの力を育むこと
が重要。

マルチモーダルな理解と表現

文字・図表・映像（写真や動画）・音声等を組み合わせた理解と
表現についても、国語科においても視野に入れて検討していくこ
とが重要。

Hitoshi NAKAGAWA
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事例提供協力者：
有泉孝一郎教諭（戸田市立戸田第二小学校、戸田市立戸田東小学校：当時）
浦部文也教諭（横浜市立荏子田小学校）
鷹野昌秋教諭（武蔵村山市立第七小学校）
鈴木秀樹教諭（東京学芸大学附属小金井小学校）
夕田哲也氏（神奈川県立総合教育センター、神奈川県立上鶴間高等学校：当時）
長田博美校長（金沢市立粟崎小学校）
青山由紀教授（淑徳大学）
佐藤幸江客員教授（放送大学）
森下耕治氏（光村図書出版株式会社）

参考資料：
文部科学省（2020）教育の情報化に関する手引（追補版）
公益財団法人教科書研究センター（2023）すぐに使える学習者用デジタル教科書事
例集：小学校編
国語と情報教育研究プロジェクト監修（2022）国語学習者用デジタル教科書+教材
活用実践報告書（令和4年度版）,光村図書
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